







その他のタイトル Mariane Moore  :  Pegasus in Heaven and Earth







マリアン・ムーア(班arianne Moore， 1887 -1972)は，生涯に189篇1の詩
作品を公刊したが，そのうちの125篇を f完全詩集j2 (CP) に収録した。そ
の中から，まず，初出の)1援に従って以下， 17篇を訳出してみよう O



































一一 ContemporaryPoetり， ， 4 (Autumn 1944)， 5 -6 
[自注]ジェイムズ・ゴードン・ギルキー締 (Reverend J ames Gordon 
Gilkey) とこの詩の標題の下にある引用の出所[が記されているJo
訳注 (1 ) 戦士の墓地を指す。









































一-Title， Bryn Mawr College (Novernber 1944)， 4 
存在の全体性を保持するには如何なる種類の鎧が役立つか，それは謙虚だ，




















































Kaemffert) r鋼鉄使用の節約J New York Times， February 5， 1950. 
① マックナイト・コープア (McknightKauffer)の言。





12， 3人以上が罰金刑に処せられ 6人が死亡し 2人が自殺したJoNew York 
Times， December 15， 1949. 

















































一一一Poetry，81 (October 1952)， 55・6.
[自注]① クリトフォン (Clitophon) I彼の工案したのはエルミオンで，
斑というよりむしろ死んでいると知らせられる話す能力を備えていたムシド
22 森田
ニー作 fアーケイデイアJ巻 1，第17主 4節。ケンブリッジ白典叢書第 I
巻， 1912. Albert Feuillerat編。
① ボーフォール公爵アンリー (Henry，Duke of Beaufort) の t~言語. Mutare 
vel timere sperno. 
③ John Kaspar Lavater(1741-1801). 自然地理学の学者。彼の体系には，
形態学，人類学，解剖学，歴史学，及び，図式の研究が合まれている O クルト・
セリグマン (KurtSeligmann)著『魔術の鏡]The Mirror of Mαgic (New York: 
Pantheon Books， 1948. p. 332). 





この， Sir Philip Sidney (1554-86)のロマンス Arcαdia (1590)の登場人物
の理想主義に言及している O 事実や真実を， }王力に屈して変えるようなことは
しないし，恐れもしないと表明しており，真実を伝えること (truthfulness)









う色彩の象徴も示す (E.134) 0 象徴といえばオコジョ(白紹)には，高貴，
正義，純潔，などの意が古くから龍められている orコルボJ(Corbo)は， "Cor-
beau" (フランス語， rカラスJ)であろう O 以下，連想が続く O
全八連のうち五連は，第 1，3， 4行が押韻し，あとは，第 1，4行，第 1，2 
/3， 4行，第 3，4行の押韻という具合に変化がある O























































de Beauvau， Marquise de Bou妊lers，1711-86)による。陸機の「文賦J(A.D. 





(f使われるのは避けねばならぬ，私が，私がJ)JoHaruαrd Journal of Asiαtic 
Studies， Vol. 14， No.3， December 1951， p.529 (改訂，NewMexico Quαrterly， 
September 1952)0 
地を這う天馬ペガサス:マリアン・ムーア































J惑か芥。 [以 I~，フランス 12i-の i~:'):] 
① 私はあるM(]952{!: 3 )'J3 10:1) Iニューヨーク・タイムズj紙を IJFし、て，
アーサー・デイリー (ArthurDaley)のtij司、たテッド・アトキンソンとトム・
ブール (TedAtkinson and Tom FooU に関する1mみi記事をJ完み，幻惣に捉
えられた。ヒル・ゲイル (Hill GaiU をどう jぷうかと i汎ねらfLてテッド・ア
トキンソンは「あれは全く良い，Uだ・ー ・‘・全くH.しづと ~ I呼吸間いてから「しか














fタイムズj紙の1952年 7月24日号でニコルズ (JosephC. Nichols)がくべ
jレモント・パーク>でのアナウンサーであるブレデリック・カポセラ (Fre伊






アーサー・デイリーの書いた続編 (NeωYorkTimes， March 1， 1955) I金
銭が全てではなしiJ Irサラブレッドには変らぬ魅力があるねjとテッドは
った， r…連中は人間と大変似ている…ー・私が初めて気に入ったのはレッド・
地を這う天jおペガサス:マ 1)アン・ムーア 27 
ヘイ (Red Hay)で，心臓の強い奴で、ね…...そいつは常に挑戦し，常に最善
をjましたJ[デイワー氏:I向じことはアトキンソンにも当て依るJ]rデヴル・













① リチヤード・ウイルヘルムとケアリー・ベインズ (Richard Wilhelm 
and Cary Baynes)訳の f易経，別名，変化の書j(I Ching or Book of 
Chαnges) ， Bollingen Series XIX (New York: Pantheon Books， 1950). 
① Thomas Waller， I変幻自在なジャズの名士jで1943年に死去。 The
New York Times (March 16， 1952)の記事と RichardTucker (Pix)の写真
参照。
⑦ Osborne Smith. アイアン・ユゴー (IanHugo)のAi-Yeのための音
楽を即興演奏した黒人の歌手兼ドラマー。
③ Eubie Blake. r足を引き摺ってゆけjShuffle Alongに出る黒人ピアニ
スト O
訳注 (1 ) ヨッパ (Joppa) は，ヤッファ (Jaffa)一一ーイスラエル中部の








を語る詩 (E.134-35)である O ヨナの組対に過誤を犯さないでおこうという意
気込みを挫いた鯨と，腕牛に驚いて立ち止まるラバと騎手をf!?品、たスペインの
少年の面白い過ちとを対比したこの作は，この少年を模倣する方が我々には望








は第 2，5行，第 1，4行が押韻するがそれ以外のi到達はいずれも第 2，5行，
第4， 7行が押韻する。最後を言いさしの未完の状態で終らせているのは，こ
の高の特徴を完全に描出することは不可能であることを示している (E.136)0 



































一一一 TheLαdies'Home Journal， 73 (Au伊1St1956)， 101. 
[自注]① 詩篇 1 1 . 
② アイゼンハウアー内閣への攻撃に対して選挙参謀の下した評価。
① コナントの?学識の砦JJames B. Conant's The Citαdel of Learning 
(New Haven: Yale University Press)を書評する CharlesPoore一一一Lincoln
を引用している o New York Tunes， April 7，1956. 
① ジョルジョーネ [Giorgione，1478?-1511.イタリアのヴェネツイア派の
画家一一ー訳者注]の自画像o Life (October 24， 1955) に複写された。
① 注①のコナントの書。
30 森 1 孟
① ルイ・デユレク (Louis Dudek) r詩は・一決定の危険を…犯さなくて
はならないJor我々の知っていることを，声高く明瞭に一一そしてもし必要な
ら醜く一一一言うこと一一そうすれば高度な技術をもってして何も言わないこと
よりはましだろうん「新ラオコーンJ，r起源jOrigin， Winter-Spring 1956. 
⑦ 「アイゼンハウア一大統領，農場妥協案を矩否 [1956年の農業条例]J， 




③ 「ユリシーズの仲間たちJ，rラ・フォンテーヌの寓話j The FIαbles of 
Lα Fontaine (The Viking Press， 1954) (ムーアの訳書〕の巻12， 寓話l.
① Mitin ([a mite 耐えよから)0 ガイギー (Geigy)化学会社研究科学者
たち(スウイス)の無臭無毒性製品。 NewYorh Times， April 7， 1956. 
⑬ 注⑤参照。

























考えていたかが実に興味深く提示されているD 初めの六述は全て第 2行と 3行
とが押韻し，最終の第七連は第 2，3， 4行が押韻する O




































































一一-The Boston Globe， June 15， 1958， p.6. 
[自注]① 元の標題は「祝祭J"A Festival". 1958年 6月15日にボストン芸
術祭で朗読したものO
② [ここからの 5行]rボストンのく埠頭広場>(Dock Square)のはず
れにある市場の会館である・・・ファナル会館 (FaneilHall) [公会堂。独立戦争
の直前に独立派有志がここで会合したので， r自白の揺り篭JThe Cradle of 
Libertyとも呼ばれる一一訳者注]の頂上には…ウェイクフィールドの金箔師
兼尖塔職人であるローリー・ヤング (Laurie Y oung)が，丸屋根と作られて
から204年経つ有名なバッタとを金メッキした後，尖塔の棒に仕上げのペンキ
を施したJoChristiαn Science Monitor， September 20， 1946. 




34 森田 iE 
と考えられているん ChristiαnScience Monitor， February 16， 1950.イ一ト
ンのfニューイングランドの工芸品j(Allen H. Eaton， Crαβs of New Englαnd 






意味だjJoNew York Times， May 6ヲ1958.






(5) Hamadan.イラン中西部の都市。古代Media王国の首都。標高 1，642 
立10























明した詩 (E.147) ということになろう O
初めの五行詩九連は，微妙な変化もっけながら第 1，2， 5行が押韻し，次
の三行は 8e11/aiLW e1 ?と一行自と三行自の押韻に二行自の変化のある音を



















































































一一- The New Yorker， 34 (September 13， 1958)， 40. 






(4) chinchilla. 南米産の謡歯動物O 柔らかで銀灰色の毛が好まれて飼育さ
れる O
(5) water-rat.水辺に生息する醤醤動物の総称。

























































一一一 TheNew Yorker， 34 (December 27， 1958)， 28. 
[自注]① Life誌1958年9月15日号の写真参照。苔都WashingtonD. C.の
出立博物館のj健虫類・両棲類部長ドリス .M.コクラン博士 (Dr.Doris M. Co-
chran)の手紙付載。




(2) taslon. taslan (特殊加工糸一一臨標)であろう D






















ショップ (Elizabeth Bishop， 1911-79)の「人蛾J“Man-Moth"3の影を見
るO
十行四速から成るこの池落れた機智に富む作品は，各連共殆んど正確に，第
1， 5行，第 2，3， 4行，第 6，7行，第 8，10行が押韻する入念な結構を誇
るO この詩は，これから一カ月半後に公表した「二月十四日のためにJ(神へ
の愛を示して聖ヴァレンタインに呼び掛けた詩)と呼応する O





































一一一 TheNew Yorker， 35 (June 9， 1959)， 40. 
[ I~I 注]① Nan-ai-ans [シベリア高東部から満州北東部のアムール(Amur)
JI下流域に住み，狩5Jj{， i，魚、携を営むツングース系民族一一ー訳注]はソピ、エト連
邦[1959年当時は無論存在した一一訳注]の凍った北部に居住するO
② レフ・ゴロヴァノフ (LevGolovanov)， r関う少年二人」。モイセーエ
フ舞踊団のイーゴル・モイセーエフ(IgorMoiseyev)による舞台。1958年ニュー
地を這う天馬ペガサス:マリアン・ムーア
ヨークで、，ソル・フロク (801Hurok) の i~t 出による O

















































人はもしかして言ったり灰かしたりするだろうか T.S. V. P. (3)と一一一
く黙れってんですか?> Iどうかお願いJは意味をなさないのだ
言葉の蛮行から避難する者には，私は


















に，不一致を呼吸し，色々な矛盾を飲み食いしたのだJ0 Henry J ames著『自
伝JAutobiography (r小さな少年その他j仁息子と兄弟の覚え書Jr中年J)，F. 
w. Dupee編 (Newyork: Criterion， 1958). 
訳注 (1) Nelson， Viscount Horatio (1758-1805).提督。 Trafalgarの海戦
でフランス・スペイン連合艦隊を撃滅してナポレオンの英国本土上陸を阻止し
たが，そのi緊，戦死した。
(2) 次の連の七行自の， Henry James (1843-1916)とBeatrixPotter (1866-
1943) [英国の童話作家・挿し絵画家Jo
(3) 宝ournez~'il .2':ous -2.lait = Please turn over r裏面に続くJ
自己鍛練と抑制が必要だと信ずる詩人は如何にして，表現の統一性を破らせ
ることになり言葉の暴虐を生み出す自己中心性を，避けるかが，この詩の主題





が在る O 精神の領域と「物体」の領域はムーアにとっては共に存在する O 自ら
の健康よりも任務に関心を抱いたポッターの仕立屋について読むことで，詩人
は自作に集中出来，従って自分自身から，自己本位の過失から，救われた。最
後の笛処の，救われた読者とはこの詩人自身のことだ (E. 152) 0 各連共第
1， 2， 5行及び第 6，8行が押語、する(第一連は 8行なので第 6，8行が押
韻し，最後の連は「明確に?Jを徐外してみるとこの規則に当て蹴る)。
Carnegie Hal(l) : Rescued カーネギーホール:救済さる
























































一一一“Glory"in The New Yorker， 36 (Au思1St13， 1960)， 37. 
(自注]① fllJの話題JThe New Yorker， April 9， 1960. 
② ギルパート・ミルシュタイン (Gilbert Millstein)， The Neω York 
Times Mαgαzine， May 22， 1960. 
訳注 (1 ) ニューヨーク市の最も有名なコンサートホール。 1891年に開場。




(2) Ignace Paderewski (1860 -1941) .ポーランドのピアニスト，作出家，
政治家，初代首相・外相(1919)0 
(3) Emil Grigoryevich Gilels (1916 -85) .ソ連のピアニスト o
(4) Isaac Stern (1920-).ロシア生れのアメリカのヴァイオリン奏者。
芸術に関わるものを救済するというのがこの詩の主題で，有名な音楽堂を取








なるだろう，の意も示唆する (E.153) 0 
“Carnegie"の“ne"の強い発音に注意を促すのは，諾諾の他に， I音楽j
をわざわざ強調する機知の発揮 (E.153)であるO
“R氏"は，この音楽堂を救った貢献者の一人， Frederick W. Richmond 
で，彼らの努力が，新生児のような萎縮状態をもたらす不動産関発業者の脅威












全て 6行詩で，第 1，2行と第4，6行が押韻するO 次に発表したのも，救助
が主題である O


















































The New Yorker， 37 (May 20， 1961)， 40. 
[自注]ユル・プリンナー著『子供たちを産もう jBring Forth the Children 
(N ew Y ork: McGraw“Hill， 1960)参照。
① ゾルターン・コダーイ CZoltanKodaly)指揮。
















のキワスト降誕祭 (Yule) とプリンナーの名前“Yul" との地口で，彼は難民
救援という行動によって，芝居の中だけではなく真物の「王様」に今ゃなった




15行ず、つ三速の作品は，各連とも，第 1，3行，第 2，4行，第 5，7行，
























































一一一TheNew Yorker， 38 (May 26， 1962)， 40. 








(4) Odilon Redon (1840-1916). フランスの画家・版画家。
芸術と運動との類比は，精神の重要性を示唆するのに役立つている (E.156) 

































作品は，ムーアの根本主題である芸術論，詩論の範障に，入るだろう O 第1，5 
行，第 3，7行が押韻する 7行の 3連と，第 2，3行，第 7，8行が押韻する
最初の 8行の 1連，第 6，7行が押韻する 7行の l連，第 1，6行が押韻する
6行の I速に 3行の 1連から成るO ポロの動きを象徴する形態か。

































56 森 m JKi. 
勝利が反映するH寺は
そして混乱なのだ，遡及する時は。
一一一一-TheNew YOl古er40， (August 29， 1964) 34. 
[自注]ブレンダン・ジル (BrendanGiII)からもらった空港当局の写真。
訳注 (1) La Guardia Airport.アメリカの NewYork布の国際空港の一
つo New York事長(1934-45)を務めた法律家・政治家(共和党・連合党)









































一一TheH，αrvαrdAdvocαte， 100 (November 1965)， 5. 
[自注]Advocαte誌の編集長 Stuart Davisから詩の寄稿を求められたのに
応えて書いたもの。
① Sentir avec ardeur. "Tom Fool at Jamaica"の自注①参照。
② 狂arryLevin [1912 -.ハーバード大学英文学・比較文学教授一一一訳注]
の論文「彼女のフランス風の特徴についての覚え書jに言及。 T.Tambimuttu 




① a Lowell House sepαratum [別冊特別号J:Occαsionem Cognosce r時
宜を弁えよj(1963)への言及O
④ gratia sum. Thomas Bewick [1753-1828.英国の木版画家。鳥獣・田
58 森 EH ヲ乙11lL 
圏風景で有名一一時訳注]の尾部付加物「岩の上に彫られた心臓によって強調さ
れている，岩からの水のしずく Jp. 53. rトマス・ビューイック自身による回
想録jMemoir of Thomas Bewick Written by Himself (Centaur Classics) 
① アラン・トラクテンパーク著 fブルックリン橋一一事実と象徴j(1965) 
Alan Trachtenberg ，Brooklyn Bridge: F，αctαnd $γmbol 
訳注 (1) ineditos. スペイン語の形容認(未刊の，未発表の，世に知られ
ていない)が名認化され複数形で使われている。
(2) Fons Bandusian.ホラティウスの生地ウェヌシア (Venusia)近くの心
地よい泉。 Horatius，Cαrminα(歌章)第3巻13ti，“ofons Bandusiae splen-
didior vitro/ dulci digne mero non sine f1oribus" ， 1おお，バンドゥシアの
泉，ガラスよりも輝き，甘美な葡萄と花々に相応しきものよjと歌い出されて
いるO














































一-TheNew Yorker， 41 (November 27， 1965)， 60. 
[自注]① The Mermaid of Zennor.ヴァーノン・ウォトキンズ著 f気の合
う人々jの中の「ゼノールの人魚、の歌謡jを参照。“TheBallad of the Mer-
60 森田 J主










(2) Al仕edoPanzini. (1865-1939) イタリアの作家。 Dizionariomoderno 







のある」詩 (Hall.176)だと言う O “image" (心象)，“imagination" (想像力)， 
“magic" 魔術)の共通の語根に思いを致しながら「言葉の魔法使いjイマ



























The Complθte Poems of Marianne Moore r完全詩集j
目次
1 . COLLECTED POEM8 (1951) 
8ELECTED POEM8 (1935) 




No 8wan 80 Fine rそんなに見事な白鳥はないJ
The Plumet Basilisk rセピレトカゲ」
The Frigate Pelican r箪艦ペリカンJ
The Buffalo rノfッファロウj
Nine N ectarines r九笛のネクタリンj
To a Prize Bird r賞品として得た烏へJ
The Fish r魚j
1n This Age of Hard Trying， N onchalance Is Good and 
「この辛い試練の時代には無頓着は結構なことだしj























1n the Days of Prismatic Color rプリズム分光色の時代にJ E . 66
Peter rピータ-J E . 63
Picking and Choosing r選り好みと選択j
England r英留J
When 1 Buy Pictures r私が絵を買う持J
A Grave r墓j
Those Various Scalpels rあの様々な外科用メスJ
The Labors of Hercules rヘラクレスの難業j
New York rニューヨークJ
People's Surroundings r人々の環境J



















Sea Unicorns and Land Unicorns r海のイッカクと陸の一角獣」 紀.25 
The担onkeyPuzzle rチリマツj 紀.34 
1njudicious Gardening r思慮に欠ける鴎芸」 紀・ 24
To班ilitaryProgress r軍隊の行進に」 紀・ 24
An Egyptian Pulled Glass Bottle in the Shape of a Fish 
「或るエジプト人がガラス壌を魚の形に引き伸ばしたJ E . 58
To a Steam Roller r蒸気ローラーにJ E . 56
To a Snail r腕牛へJ E ・4
“Nothing Will Cure the Sick Lion but to Eat an Ape" 
r猿を食べる以外病める括原子は癒せまいjJ 紀.24 
To the Peacock of France rフランスの雄孔雀にJ E . 56
The Past 1s the Present r過去は現在J 紀.24 
“He Wrote the History Book" r彼は歴史書を書いたjJ 紀.24 
地を這う天馬ペガサス:マリアン・ムーア
Sojourn in the Whale 1鯨の中の滞在J
Silence 1沈黙」




What Are Years ? 1年月とは何かJ 紀・ 24
Rigorists 1厳格主義者J 紀・ 24
Light Is Speech 1光は話し言葉j 紀・ 24
He “Digesteth Harde Y ron" 1彼は f鍛鉄を消化するJ 紀 .24
The Student 1研究者j 紀・ 24





Four Quartz Crγstal Clocks 1四箇の水晶時計」
The Pangolin 1センザンコウj






The Mind Is an Enchanting Thing 1心は魅惑するものj
In Distrust of Merits 1真価を疑って」
COLLECTED LATER (1951) 
A Face 1顔」
By Disposition of Angels 1諸天使の意向によってj
The Icosasphere 1二十球面j
His Shield 1彼の盾j
“Keeping Their World Large" 1彼らの世界を大きく保ちながらJ
Efforls of Affection 1愛情の労苦j

























Armor' s Undermining Modesty r鎧の，基礎を揺るがす慎しさJ E ・46
n . LATER POEMS 
L1KE A BULWARK (1956) 
Like a Bulwark r砦のようにJ
Apparition of Splendor r壮麗な幻影J




Tom Fool at Jamaica rジャマイカのトム・ブールj 紀・ 37
The Web One Weaves of Italy r人がイタリアから織り上げる織物JE. 96 
The Staff of Aesculapius rアスクレビオスの杖J E ・44
The Sycamore rアメリカスズカケノキJ E ・43
Rosemary rローズマリー(マンネンロウ)J E . 43
Style r様式J 紀・ 25
Logic and "The Magic Flute" r論理と『魔笛jJ
Blessed Is the Man r幸いなるかなその人は」
o TO BE A DRAGON (1959) 
o toBe a Dragon rおお古主になることj
1 May， 1 Might， 1 Must 
「私は かも知れない，もしかしたら，に違いないJ
To a Chameleon rカメレオンに」
A Jelly-Fish r水母j
Values in Use r使われている価値j









Enough: Jamestown， 1607 -1957 
円一分:ジェイムズタウン 1607 -1957 J 紀・ 25
班elchiorVulpius rメルキオール・ヴルピウス」 紀・ 24
N 0 Better Than a “Withered Daffodil" n凋んだ水仙jと!可然J E' 95 
In the Public Garden r公園でJ 紀・ 37
The Arctic Ox (or Goat) r北極牡牛(もしくは山羊)J 紀・ 37
地を這う天馬ペガサス:マ 1)アン・ムーア
Saint Nicholas I聖ニコラス様J
For February 14th I二月十四日のためにj
Combat Cultural I文化の闘争J
Leonardo da Vinci's Iレオナルド・ダ・ヴインチのj






Granite and Steel I大理石と鋼鉄j 紀.25 
In Lieu of the Lyre r七弦琴の代わりに」 紀・ 37
The Mind， Intractable Thing I心，扱い難いものはj 紀・ 37
Dream I夢J E . 70
Old Amusement Park flEl遊間地」 紀・ 37
An Expedient-Leonardo da Vinci's-and a Query 
「工夫ーレオナルド・ダ・ヴインチのーと疑問j 紀.25 
W. S. Landor IW. S.ラン夕、、-J E . 93
To a Giraffe I蝶麟へj 紀・ 24
Charity Overcoming Envy I嫉妬に打ち勝つ慈愛J E . 47
Blue Bug I青虫j 紀・ 37
Arthur Mitchell Iアーサー・ミッチェルJ E . 95
Baseball and Writing r野球と書くことJ 紀・ 36
To Victor Hugo of My Crow Pluto 
「私の烏プルートについてのヴィクトル・ユゴーへJ 紀.24 
Rescue with Yul Brynner Iユル・プリンナーと一緒の救助J 紀・ 37
Carnegie Hall: Rescued rカーネギーホール:救済さる」 紀・ 37





Love in America --Iアメリカに於ける愛J
Tippoo' s Tiger Iテイツプーの虎」










“Reminiscent of a Wave at the Curl" 
If巻き毛の波を思い出させてJJ
Enough : 1969 1充分:1969J 
孟
The Magician's Retreat 1手1m師の隠れ家」







11号 (1987・1)， 22号 (1992・9)， 23号(1993・3)，24号(1993・8)， 
25号 (1994・3)，27号 (1995・3)，33号 (1998・3)，34号(1998・10)， 
35号(1999・3)，36号 (1999・10)，37号 (2000・3)一本号
ALT=Americαn Literature Tsukubα(筑波大学大学院・アメリカ文学研究







42号(1990・5)，43号 (1990・7)，44号 (1990・1)， 
46号 (1991・1)，47号 (1991・3)，52号 (1992・1) ， 
56号 (1992・9)，57号 (1992・11)，58号 (1993・1) ， 
61号 (1993・5)，63号 (1993・7)，65号 (1993・9)， 
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No. 4. 1965・7)pp. 20-28 他のフォークナーに関する拙論参照。
尚，ラテン語その他について， I司僚の秋山学氏から色々と御教示いただいた。
Summary 
Marianne Moore published 189 pieces of verse in her lifetime， out of which 125 
pieces were collected in The Complete Poems of Mαnαnne Moore. This paper 
presents my Japanese translation of 17 poems of Moore， by which all the poems 
in the above collection have been translated into Japanese by the present writer. 
The list of al the publications including those translations is added to the paper. 
Besides a very sharp and insightful observer， Moore matchlessly read exten-
sively for material for her poems. Dealing with the observations and materials， 
she prepared us a unique and original meal with a skill al her own， through 
striking ideas and conceptions， free and wild association and association. 百er
poems， are， as it were， made by the f1ying horse Pegasus sweeping over the 
earth. 
